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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 神鋼アクテック株式会社は、環境改善のための各種フィルター製品と、その応用機器を製造販売しています。
　家庭、オフィス空間から、工場排気に至るまで、快適環境作りのお役に立つことを目標としています。
　2008年9月から本格的な環境活動を開始し、2009年5月に生産工場がエコアクション21の認証を取得しました。
　また、2013年1月からは大阪本社・東京営業所を含めた活動を展開しています。
  環境測定データ及び取組状況を定期的に確認し、更なる環境負荷低減が可能な負荷を抽出しています。
　全社従業員ひとりひとりが目標を持って行動することを宣言し、改善活動に取り組んでいます。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

神鋼アクテック株式会社
日高工場長　井元宏明

（２） 所在地
日高工場 兵庫県豊岡市日高町岩中682番地
宵田倉庫 兵庫県豊岡市日高町岩中字中坪138-1 (組織上は日高工場に所属)
大阪本社 大阪府大阪市西区靭本町1丁目11番7号信濃橋三井ビルディング11階
東京営業所 東京都台東区上野5丁目15番14号ONEST上野御徒町ビル2階
技術開発部 神奈川県藤沢市宮前100-1(㈱神戸製鋼所藤沢事業所内)

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 日高工場製造課長　 橋本　裕之 TEL：0796-42-1212
担当者 日高工場製造課設備Gr長　 池田　智史 TEL：0796-42-1212

（４） 事業内容
高機能材脱臭フィルター及び溶接用裏当て材の製造・仕入販売

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 神鋼アクテック株式会社
対象事業所： 日高工場

大阪本社
東京営業所

対象外： 技術開発部 ㈱神戸製鋼所藤沢事業所内で環境活動に取組中
活動： 高機能材脱臭フィルター及び溶接用裏当て材の製造・仕入販売

大阪本社 東京営業所

2021年4月16日

合計
73名

16,769㎡16474 87.6

1,390

950 8
技術開発部

6
117.1 90

日高工場
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□事業や製品（商品）の紹介
　神鋼アクテック株式会社は、「におい」と環境を科学する脱臭素材の専門会社です。

高機能材ハニカム
吸着剤による吸脱着作用や触媒分解作用により成分を吸着、分解することが出来ます。

片面溶接用裏当て材
片面溶接を行なう際に使用し、良好で健全な裏ビードが得られます。

品名：各種触媒ﾊﾆｶﾑ　AKH

ご要望に応じて最適なﾌｨﾙﾀを
ご提案致します。

品名：活性炭ﾊﾆｶﾑ　ACH

脱臭、微量ガスの除去、空気清浄、触媒担体
など様々な用途に応じます。

品名：厨房排気用脱臭ﾌｨﾙﾀ　KCU

中小規模飲食店舗などから発生する
調理排気臭の脱臭に最適です。

品名：厨房排気用脱臭ﾊﾆｶﾑ　KDH

飲食店の厨房や食品加工工場から発生する
調理排気臭の脱臭に最適です。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

EA21
対象外

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、日高の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
係長 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
Gr長 ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者

 環境管理責任者

環境委員会

代表者

環境管理責任者

環境事務局

2021年4月16日

製造課長

日高 工場長

日高

設備Gr長

区分 役割・責任・権限

委員会

日高

総務係 業務係 高機能材係 裏当て材係 設備Gr 管理Gr QAGr

総務課 製造課

大阪本社

総務部営業部 技術開発部

大阪 東京
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□主な環境負荷の実績(日高工場)
単位

生産量(高機能)
生産量(裏当て)

※二酸化炭素排出係数 t-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績 減少 増加

〇

✕

〇

✕

〇

〇

〇

✕

〇

✕

〇

〇

〇

〇

✕

✕

〇

✕

〇

✕

○

97%

kg/t 2.90 2.87 4.8 2.84 2.81
基準年度比 100% 99% 167% 98% 97%

㎥/t 2.6

基準年度比

基準年度比 100% 99% 138% 98% 97%

kg/t 50.4 49.9 54.2 49.4 48.9
基準年度比 100% 99% 107% 98%

2,030
117% 98%

kg/t 16.5 16.3 9.6 16.1 16.0
基準年度比 100%

1,804 1,834

環境に配慮した生産活動

コピー用紙使用量(A4) 195,000 195,000

98%

8,482

1,815

45,580

97%

141%

97%

行動目標（次項による）
枚 210,000 210,000

98%

基準年度比

98%

97%

97%

3

6,387

470

2022年

（目標）

0.68

484.1 479.3 432.7 474

0.66

195,000

4

1,997

0.00373

139% 98% 97%

0.0066 0.0075 0.0074

472
100% 99% 140% 98% 97%

10 10

下段：
排出量
原単位

2019年 2020年 2021年

4.06

128%

1,872

97%

0.68 0.88

98%

3,430

35,417

8,624

基準年度比

t-CO2/t 0.0142 0.0140 0.0198 0.0139

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸによる二酸
化炭素排出量削減

86%
9.91 9.78

基準年度比

100%

97%

kg 6,585

97%

99% 58%

6,519

99% 78%

6,453

99%

100% 99%

8,712

100%

0.0054 0.00377

1,804

(高機能)産業廃棄物の削
減

9.3 9.2

基準年度比 100%

kg/t

98%

98%

6,453
97%

100%
21,970

kg 8,744 8,657

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 500.9

99%

基準年度比 100% 99%

kg
一般廃棄物の削減

基準年度比 100% 99%

LPGによる二酸化炭素排
出量削減

2,050

1,853
上記産業廃棄物排出量合計

kg(裏当て)産業廃棄物の削
減

8,800

36,140 35,779

0.0137

6,387

98%

97% 98% 97%

97%

98%

t-CO2

495.9 447.5 477

2.72 2.69 2.64 3

t-CO2 4.10

6,468

基準年度比

t-CO2

99% 58% 98%

総排水量

（基準値）

t-CO2/t 0.00384 0.00381

6,585

0.67t-CO2/t

基準年度比 100%

（基準値)原単位 （目標） （実績） （目標）

評
価

上段：　　　　　　　　  　                   年　度
　　項　目

基準年度比 100% 99% 89%

電力による二酸化炭素排
出量削減

0.00042

447.5t-CO2 500.9

2018年 2019年 2020年

二酸化炭素総排出量 534.2

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 kg

kg
6,015 6,585 6,468

46,990　産業廃棄物排出量 55,120

357.4

項　目
トン
トン

148 173.4 135.9

549 534.1

27,790

8,569

100% 99% 96%
3.7 2.6

基準年度比 100% 99%

2.6

2.36 4

t-CO2/t 0.0077 0.0076

6,519

上記マンガン排出量合計

kg/t 208.5 206.4

98%

39%

kg

97%

灯油による二酸化炭素排
出量削減

t-CO2 10.01
基準年度比 100% 99% 98% 98%

基準年度比 100% 99%

1,989

13.1 9.1 9.0
97%

97%
35,056

8,536

基準年度比 100% 99%

1,872

2.6

97%

上記一般廃棄物排出量合計

kg

上記水道水排出量合計 ㎥ 1,872 1,853
ﾏﾝｶﾞﾝ使用量削減 kg

98% 97%
8,482

61% 98%

6,468

(その他)産業廃棄物の削
減

1,815

2,390 2,009

基準年度比

8,744 8,657 7,369

161.6 204.3 202.2

99%

1,804 1,834

基準年度比 100% 99%

7,369

kg 46,990 46,520 27,790
水使用量の削減 ㎥

46,050

84%

8,569

㎥

98%
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素排出量削減

電力

2019年

合計

2020年

合計 (原単位2019年度比)

高機能

2019年

合計

2020年

合計 (原単位2019年度比)

裏当て

2019年

合計

2020年

合計 (原単位2019年度比)

1月 2月

35.8

12月

47.6

0.03

2

t

総生産量 707

37.4

1.30

22

1.08

原単位

原単位

24.7 34.6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

26.0 22.4 20.5 23.9 28.423.1

t-CO2

23.6

0.92 1.68

25.1

1.13

27.4

t-CO2 生産量 136 t

1.60

t

2.01 t-CO2/t

0.05 t-CO2/t

3月

31.2

25.5

0.68 t-CO2/t

0.88 t-CO2/t

1.76 t-CO2/t

t-CO2/t

1.21

3月

34.1

8月

1

40.6

33.9

38.4 47.541.9 44.6

162%

2 1 1 1

41.936.6 37.3

18.1

272.6

38.7

t

1.84 1.66

18.919.7

・焼成炉、乾燥炉の時間調整によるデマンド平準化 ○

・照明のこまめな消灯 ○

20.6

6月 7月

34.4 33.6

21.3

t

19.7

8月

19.9

357

5月

1 2 1 2

・ラインのチョコ停対策 △

年間を通じて、t-CO2は目標値以下をほぼ達成できた。原単位では大幅に減少
した売上高の減少(生産量の減少)の影響が大きく、目標値を超過した。電力を多
く使用する乾燥炉や焼成炉は数量の影響を受けずに一定の電力を使用するた
め、原単位を抑えることが難しかった。

10月9月

38.140.7 37.8

✕

11月

32.9

7月

数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・生産性、歩留り予算の必達～向上 △

・集塵機フィルタ清掃

1月12月 2月

○

1.33

4月

42.8

原単位

1.42

31.0 25.5

原単位

114%

生産量

原単位

16.4 t-CO2 生産量 534

原単位

33.7 35.1

1.27

484.1 t-CO2

36.0

6月5月4月

432.7 t-CO2 総生産量 493

t

305.2

11月10月

173

21.7 20.3

生産量

17.8 t-CO2

9月

128%

0.0

20.0

40.0

60.0

電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年

0.0

20.0

40.0

(高機能)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年

0.00

1.00

2.00

3.00

(裏当て)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年
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間接

2019年

合計

2020年

合計 (原単位2019年度比)

事務所

2019年

合計

2020年

合計 (原単位2019年度比)

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸによる二酸化炭素排出量削減

ﾌｫｰｸ・ﾄﾗｯｸ

2019年

合計

2020年

合計 (原単位2019年度比)

10.0

0.220 0.186

取組結果とその評価、次年度の取組計画

t-CO2/t

4月 5月

2.02

0.093

○

0.325

2.30

1月 2月

6月 7月

t-CO2/t

2.05

1.91 1.76

3月

8月 9月 10月 12月 1月 2月 3月

8月

0.005

13.1 14.6 14.1 14.9 11.3

1.60 1.93

原単位 0.24 125%

t

2.6 t-CO2 総生産量

4月

1.25 1.61 1.77

9.1

0.093 0.162 0.309 0.162

2.74

493

2.52

原単位

1.64

0.260

0.04 t-CO2/t

10.9 12.0

10月 11月 12月

・省エネ運転の教宜

上半期は目標値を超えた使用量が続いたが、下半期は落ち着き、年間
を通じて抑えることが出来た。都度製品や原材料の整理をし、フォークリ
フトやトラックの使用量を抑えた効果だと思われる。原単位では、生産量
の大幅な減少により目標値を超えた。

9月 10月 11月

0.342

0.219

0.090 0.145 0.415

0.357 0.199

9.2

2月 3月12月

2.28

129%

9.6 8.9 8.211.3

2.17 2.90 2.77 2.59

1.64

7月

9.0

8.2 8.210.0

0.273

8月

0.307 0.232

6月

達成状況

t-CO222.8

1.86 1.47

数値目標

8.8

8.9

1.72 1.72

1月

11月

0.093

137.1

✕

493

・効率的な荷役作業

5月

0.346 0.162

原単位 0.05 t-CO2/t

1.96

総生産量

○
　

t

t-CO2 総生産量 707 t 原単位

0.186 0.186

493 t

9月

総生産量

12.2 12.59.3

4月 5月 6月 7月

12.2

2.7 t-CO2 総生産量 707 t 原単位 0.004 t-CO2/t

25.4

t-CO2 総生産量 707 t 原単位 0.19 t-CO2/t

139%

t-CO2119.4

0.000

0.200

0.400

0.600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸによる

二酸化炭素排出量（t-CO2)
2019年 2020年

0.0

10.0

20.0

(製造間接)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年

0.00

2.00

4.00

(事務所)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年
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LPGによる二酸化炭素排出量削減

LPG
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

灯油による二酸化炭素排出量削減

灯油
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

t-CO2 生産量 707
0.466

0.467

○

0.408

0.000

10.0

0.371

4月 5月 6月 12月 1月 2月

・夏季はシャワーのみ使用 ○

上金型サンド吹込み口の修理により、焼成品の歩留まりが向上している
為
ガス使用量も軽減しているが要員の関係上、昼休みの連続焼成が困難
な状況である。焼成作業の教育を行い、連続焼成実施に向けた活動を
行う。

・昼休みの連想の実施 ○

原単位 0.008 t-CO2/t

原単位

0.372 0.349

t-CO2/t

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇

・機器の放熱(保温)対策の実施 ○

0.014

12月8月

1.013 0.804

86%

t

7月 8月

6月 7月

0.369

0.212

4月 5月 10月 11月

0.924 0.847 1.295

3月

0.266

3月

0.876

9月

原単位

1.267 0.8020.984 0.378

0.9360.600 0.862
t-CO2/t0.020

1月 2月

1.389

0.379 0.357 0.325 0.287

1.178

0.282 0.275

9月 10月 11月

0.934

数値目標 ✕
達成状況

・ボイラー温度設定の制限

0.1560.251

493 t
0.550 1.053 0.463

2.4 t-CO2

4.1 t-CO2 生産量 534 t

0.453 0.488

年間を通じて使用量は抑えることが出来た。しかし原単位では生産量の
大幅な減少により、超過した結果となった。季節によりﾎﾞｲﾗｰ運転時間を
変更しているが、操業時間には関連付けていないことが影響していると
思われる。

9.8

0.824

生産量

○

生産量 357 t 原単位

t-CO2

0.217 0.263 0.208

140%

0.007 t-CO2/t
0.220 0.264 0.222

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・休日はボイラーを停止する

0.195 0.152

0.000

0.200

0.400

0.600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

LPGによる

二酸化炭素排出量（t-CO2)
2019年 2020年

0.000

0.500

1.000

1.500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

灯油による

二酸化炭素排出量（t-CO2)
2019年 2020年
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一般廃棄物の削減

一般
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

(高機能)産業廃棄物の削減

産廃
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月

6,585 t 原単位 9.3 kg/t

3,060

522 489

・リサイクル業者の開拓

kg 生産量 707

11月 12月

3,310
3月

462

3,710 3,4800

588

0 3,250

2月
5,040

11月

486546 492

474

579

kg/t

1月

達成状況

161.6

519 606
9月

12月

0 0

6,050 6,570

○

0
9月 10月

2月

年間を通じて若干量ではあるが、目標値と比べて一般廃棄物量が減少
した。
生産量は大幅に減少しているが、廃棄物量は同等発生した原単位は増
加した。2021年度新規活動で裏当て材係ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟ使用量の削減をテー
マに取り組む。現状把握もかねて削減活動を進めていきたい。

3月

年間を通じて昨年度に比べ廃棄量は減少した。生産量の減少による影
響もあるが、押出工程の廃棄物削減活動の影響もあったと思われる。△

3,110

取組結果とその評価、次年度の取組計画

5月 6月 7月 8月

3,450 0 4,350 0 3,730

5,770 3,230 0 0 0

t 原単位

✕

7月 8月

639
6,468 kg 生産量

　

624

達成状況

数値目標

489588

600 456

数値目標 〇

6月

501

・素材別ボックスの設置

・混合廃棄物分別による廃棄量の削減

・分別の徹底 ○

5月 10月

21,970 kg 生産量 136

4月

555 552

657
4月

13.1 kg/t原単位493 t 141%

36,140 kg 生産量 173 t 原単位 208.5 kg/t

78%

474

507 648

0

200

400

600

800

一般廃棄物排出量（kg） 2019年 2020年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(高機能)産業産業廃棄物

排出量（kg）
2019年 2020年
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(裏当て)産業廃棄物の削減

裏当て
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

(その他)産業廃棄物の削減

その他
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

○
・リサイクル業者の開拓 △

7月 8月 10月 11月

kg 生産量

・作業ミスによる廃棄量の削減 △
・素材別ボックスの設置 ○
・ 　

kg

生産量 493

✕

4月

0

9.6生産量 357

1,740

昨年に比べ累計値で若干の増加となった。混合廃棄物の廃棄はコンテ
ナに保管し一定量に到達時廃棄しているため不定期実施となっている。
引き続き活動を継続し、廃棄量削減に努める。

・混合廃棄物分別による廃棄量の削減 △

510

4.8 kg/t
0 270

1月

kg/t

9月

0 0 0
167%2,390 kg

534

数値目標

kg/t

58%

8月 9月 10月

t 原単位

t 原単位

t

12月

原単位 16.5
0

440 0 0
3月1月

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

〇 年間を通じて一度のみの廃棄物回収となり、昨年度に比べ大幅に減少し
た。引き続き活動を継続し、廃棄量削減に努める。

0 0

0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

380

2月 3月

0

5月 6月 7月 11月 12月 2月

0 0 0 0 0 0

0 1,030 0

3,430

・素材別ボックスの設置

10 0

t 原単位 2.9

00

0 70 0 0

数値目標

kg/t

4月
0

0 0

6,670 0
8,800

02,120
5月 6月

0 0 0

達成状況

3,430

2,050 kg 生産量 707

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(裏当て)産業産業廃棄物

排出量（kg）
2019年 2020年

0

500

1,000

1,500

2,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(その他)産業産業廃棄物

排出量（kg）
2019年 2020年
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水使用量の削減

水道
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

ﾏﾝｶﾞﾝ使用量削減

ﾏﾝｶﾞﾝ
2019年

合計
2020年

合計 (原単位2019年度比)

環境に配慮した生産活動

480

415

9月 3月
124

10月

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け

178149 153 139
6月4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

848

2月
141 141 158

△

インライン粘度計導入により、常時添着液粘度と液温の測定が可能に
なった。21年4月以降は、液粘度と液温と添着量のデータを検証し添着
条件の見直しを技開部と協力して実施する。

193

162 166

187
8月

✕

○

5月 7月

達成状況

138 143

156 153
1月

△
・トイレに擬音装置取り付け

数値目標

138 149

1月に復水配管破損により、約23㎥の漏水が発生したが、年間を通じて
目標値以下に抑えることが出来た。生産量減少により、復水使用量と(原
料としての)水使用量が減ったと考えられる。

136 141 155

11月 12月

154 177

・自動水栓取り付け

146

1月

・稼働率向上 ○
・不良率低減 ○ 空気清浄機の需要が増え特定の製品においては生産量が大幅に増加

した。昼勤・夜勤体制で注文に対応した。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

601 931

・顧客クレーム削減(品質の安定化) △
・廃棄率削減 △

12月

470
7,369 kg 生産量 136

㎥/t

4月 10月 11月

・有害性物質の表示の徹底 ○
・容器の蓋の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 △

取組結果とその評価、次年度の取組計画

138%

・代替物質の検討 △

3月

数値目標 ✕

達成状況

1,804 ㎥ 生産量 493

5月 6月 7月 8月 9月

t 原単位 3.7

kg/t
503 784 572 661 512 457 779 875 742

107%

694 842
原単位

695692 671 838
2月

598
t 原単位 54.2

50.4 kg/t

1,872 ㎥ 生産量 707 t 原単位 2.6 ㎥/t

697 754
8,744 kg 生産量 173 t

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水使用量（㎥） 2019年 2020年

0

200

400

600

800

1,000
マンガン使用量（kg） 2019年 2020年
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□主な環境負荷の実績(大阪本社/東京)
単位

※二酸化炭素排出係数 t-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数(大阪)　
t-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数(東京)

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減(大阪、東京)

大阪
2019年

合計
2020年

合計

東京
2019年

合計
2020年

合計

93% (2019年度比)

88% (2019年度比)

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

0.219 0.216

5月

0.257 0.289 0.2350.211 0.278 0.258 0.273

・事務所温度管理の徹底
・こまめな消灯の実施

大阪、東京のどちらも目標値よりも抑えることが出来た。来年度も節電活
動を継続する。

0.209

枚 21,400 21,186 20,800 20,972

0.238 0.240 0.240 0.251 0.211

6月

0.220 0.201 0.227

0.2410.259

0.196 0.224

12月

0.240 0.217 0.259

0.271 0.307 0.257 0.300
4月

0.272

0.223 0.257

0.317 0.299 0.278 0.262 0.3110.282

0.227 0.195

0.276
3月

0.224

0.249
3月

97%
39,285

97%

達成状況

60,043

6.192

コピー用紙使用量削減
(東京)

〇

○

100% 99% 97%

○

数値目標
取組結果とその評価、次年度の取組計画

6.066
97%
3.3
97%

2.7
（目標）

2022年

項　目 2018年 2019年 2020年

11月

40,500 39,398

（基準年）

8月

5.646

1月 2月6月 7月
0.236 0.270 0.211 0.242 0.223

二酸化炭素総排出量

3.4 3.0

　大阪本社 2.8

・啓蒙活動による節電意識の向上

98%

4月 5月 9月 10月

○

　東京営業所 25,000 21,400 20,800

コピー用紙使用量(A4)
　大阪本社 55,000

2.8 2.6

　東京営業所 3.5

0.00048

電力による二酸化炭素排
出量削減(大阪)

0.00042

　　　　　　　　  　                    年　度
　　項　目

2019年 2020年

評
価

2021年

上段： 排出量

（基準値) （目標） （実績） （目標）

電力による二酸化炭素排
出量削減(東京)

t-CO2 3.4 3.4 3.0 3.4
基準年度比 100% 99% 88% 98%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 6.254 6.129
コピー用紙使用量削減
(大阪)

枚 40,500 40,095 39,398 39,690
100%

20,758
基準年度比 99% 97% 98%

上記コピー用紙使用量合計

基準年度比

t-CO2 2.8 2.8 2.6 2.8
基準年度比 100% 99% 93% 98%

2.8

t-CO2

t-CO2

枚
枚

2.6

3.4

3.0

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

枚 61,900 61,281 60,198 60,662

0.000

0.200

0.400

(大阪)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年

0.000

0.200

0.400

(東京)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2019年 2020年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

契約書、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付状況報告、適正処理
適正処理、保管及び処分状況の報告
特定施設等の届出
特定施設等の届出
排出基準の遵守
排出基準の遵守
消火設備及び危険物の管理
フロン類の回収・排出量の報告
排出量及び移動量の報告
毒物、劇物の管理
適正処理

□外部からの環境上の苦情・要望等
外部からの環境上の苦情・要望等はありませんでした。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 地震の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価：

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 汚水流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子

毒物及び劇物取締法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○ － － －
○ ○ - - -
○ ○ - - -
○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道法
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2020/9/28 日高工場
日高工場従業員

・流出事故対応、通報訓練

2020年3月に発生した環境ヒヤリ事例をもとに対応方法を振り返り、全従業員に周知しました。

各工程ごとに配置した管理担当者を中心に班編成をおこない、地震発生時の二次災害防止のための安全確認を実
施しています。

2021/3/1 日高工場

工場稼働中に震度５強の地震が発生した場合を想定し、①地震発生時の初期行動②本震後の行動③避難場所で
の行動④消火栓の放水訓練を実施しました。

日高工場従業員

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

家電リサイクル法

PRTR法

○ ○ ○
○

廃棄物処理法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

PCB特措法
○ ○ － － －

適用される法規制 適用される事項
日高工場 大阪本社 東京営業所

該当 評価 該当 評価 該当 評価

- -
○ ○ ○ ○ ○

-
-
-
-
○
○
○
-
-
-

○ ○ - - -
○ ○ - - -
○ ○ -
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

2021年4月16日
[環境方針]
現方針を継続します。特に自然環境を守り地球環境保全を重視する豊岡市に所在する日高工場は「環境に配慮した生
産活動」や「社会との共生・協調」が求められています。2020年度も引き続き生産活動の基本である生産性・歩留の向上
を目指した活動を機軸に、重点課題に取り組んでいきます。

[目標・環境経営計画]
①年、半期、月、週、日等適切な時間単位で現状を測定、記録し、設定した目標は過去の実績と比較、考察を通し、改善
策を立案します。
②工場では製品の品種構成や生産量の変化に的確かつ継続的に実績が評価できる様、引き続き改善を繰り返し行って
いきます。
③本社・営業所は設定した目標の達成に向け、活動を継続していきます。
④技術開発部は、神鋼 藤沢事業所内での環境活動に参画し、環境活動を継続していきます。

(1)日高工場
　・活動メンバーの見直しや環境パトロールを実施して、環境意識の向上や改善活動の活性化に取り組んでいきます。
　・下記のこれまでの活動をレビューし継続と改善に注力していきます。

a.二酸化炭素排出量の削減
　EA21委員会・省エネパトロールの継続・実施
　電力使用量の監視と削減課題の抽出・対策検討実施
　LPガス・灯油使用量の監視と削減策の維持・継続

b.原材料・副資材の原単位低減と、製品・仕掛品の不良廃棄量の削減
 廃棄物の適正な処理と管理
 原材料と副資材の廃棄量監視と削減活動
 製品・仕掛品不良発生量と廃棄量の監視と削減活動

c.節水・天然資源と有害化学物質の使用量削減活動
 水使用量の監視と節水・使用量削減活動の継続
 化学物質のリスクアセスメントの確実な実施

d.関係法令の順守、その他
 遵法意識の定着
 法令改正等の適時確認

e.地域社会との共存共栄
 地域貢献活動(工場周辺清掃や環境ハイキング)の継続
 CSR活動の推進

(2)大阪本社、東京営業所
　・下記のこれまでの活動をレビューし、継続と改善に注力していきます。

a.省エネ(電力使用量の削減)

b.廃棄物(紙、ペットボトル、缶などの分別の徹底)

c.有価物(資源化回収の増加)

d.省資源(コピー用紙(A4)使用量の削減)

e.水(共同施設での水使用量の節水活動の徹底と啓発)

環境防災訓練：環境災害を未然に防止するため、実地訓練を検討し、防災対策の有効性向上を図っていきます。
環境活動レポート：環境活動がより分かりやすく公表できる様に工夫と改善を図っていきます。

事業を取り巻く状況：顧客の海外進出が進み、当社製品の供給先も海外向けにシフトしている。

経営における課題：新規採用者の戦力化を急ぐための教育訓練等に要する時間やコストが一時的に増大している。
経営におけるチャンス：至近時の業績は堅調であり、設備改善や研究開発の推進を実施しやすい状況にある

16



□これまでの環境活動の紹介

工場周辺の清掃活動：
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■実施状況の様子

地域清掃活動：
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■実施状況の様子

工場５S活動
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：
月に1回、工場従業員全員で工場５S活動を実施しています。

■実施状況の様子

□編集後記
2020年度は社内の語り合う場の会にてSDGｓをテーマに意見交換をおこないました。環境に携わる製品を扱っている
こともあり、環境に関して色々な意見が飛び交いました。
エコアクションの活動も定着してきたように感じます。
今後もこの取り組みが事業の発展につながるように努めていきたいと思います。

担当者　池田

月に一回、従業員による工場周辺の清掃をおこない、工場周辺の美化に努めています。

2回/年 豊岡市内

日高工場従業員(環境委員会、総務係)

年に二回、従業員の有志で地域のボランティア活動に参加して、地域の美化や交流に努めています。

1回/月 工場内
日高工場従業員(全員)

工場内の整理整頓や作業環境の改善をおこなっています。廃棄物の分別に徹底的に取組み低減に努めています。

日高工場従業員(有志)

1回/月 工場周辺
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